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『
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
論
集
』
創
刊
に
あ
た
っ
て

か
り
ま
た
し
げ
ひ
さ

『
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
論
集
』
創
刊
号
は
、

一
九
九
五
年
か
ら
二

O
一
四
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』
の
発
行
母
体

で
あ
る
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
専
攻
の
名
称
に
あ
わ
せ
て
改
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
専
攻
は
、
こ
の
二
十
年
間
に
三
回
の

改
組
を
お
こ
な
っ
て
、
専
攻
の
名
称
を
か
え
て
き
た
。

一
九
九
三
年
十
月
の
法
文
学
部
改
組
に
と
も
な
っ
て
文
学
科
国
文
学
専
攻
と
、

史
学
科
の
日
本
史
、
東
洋
史
が
統
合
さ
れ
て
、
人
文
学
科
目
本
東
洋
文
化
コ

l
ス
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
と
き
、
法
文
学
部
紀
要

『
国
文
学
論
集
』
と
『
史
学
論
集
』
を
統
合
し
て
刊
行
し
た
の
が
『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
九
七
年
四
月
に

-1ー

は
人
文
学
科
が
改
組
さ
れ
、
国
際
言
語
文
化
学
科
と
人
間
科
学
科
に
分
離
し
、
日
本
東
洋
文
化
コ

l
ス
は
国
際
言
語
文
化
学
科
目
本
文

化
専
攻
と
東
洋
文
化
専
攻
と
な
っ
た
。
二

O
O八
年
に
は
日
本
文
化
専
攻
と
東
洋
文
化
専
攻
が
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
専
攻
に
統
合
さ
れ
て

現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

二
O
O八
年
の
改
組
に
よ
っ
て
専
攻
名
も
か
わ
っ
た
の
を
機
に
紀
要
の
名
称
の
変
更
も
検
討
さ
れ
た
が
、
『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』

の
ま
ま
昨
年
の
第
二

O
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
今
回
、
二
十
号
を
区
切
り
に
し
て
専
攻
名
と
お
な
じ
『
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
論
集
』
に
改

称
し
て
創
刊
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
が
目
標
と
す
る
教
育
・
研
究
を
わ
か
り
や
す
く
っ
た
え
る
た
め
に
は
、
専
攻
の
名
称
と

そ
こ
で
発
行
し
て
い
る
紀
要
の
名
称
を
統
一
し
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
の
改
組
以
降
、
琉
球
史
、
中
国
語
、
中
琉
関
係
史
、
琉
球
民
俗
学
、
朝
鮮
文
学
の
教
員
が
く
わ
わ
り
、
文
字
ど
お
り
に
琉



球
ア
ジ
ア
言
語
文
化
圏
(
琉
球
、

日
本
、
中
園
、
台
湾
、
朝
鮮
半
島
)

の
言
語
、
文
学
、
歴
史
、
民
俗
、
文
化
な
ど
を
研
究
対
象
と
す

る
専
攻
と
し
て
強
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
中
国
や
日
本
、
朝
鮮
半
島
と
い
っ
た
隣
接
地
域
と
歴
史
的
・
地
理
的
に
複
雑
で
密
接
な

関
係
を
持
つ
琉
球
と
い
う
場
に
お
い
て
、
地
域
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
歴
史
や
文
化
、
言
語
な
ど
の
各
分
野
の
総
合
的
な
理
解
を
深
め

る
た
め
の
教
育
と
研
究
を
目
指
し
て
き
た
。

二
O
O
O年
に
退
官
さ
れ
た
岡
本
恵
徳
先
生
は
、
『
琉
球
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
』
の
創
刊
号
に
よ
せ
て
「
研
究
は
多
く
の
人
の
眼

に
さ
ら
さ
れ
、
多
く
の
意
見
に
も
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
輝
き
を
増
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
本
誌
の
刊
行
は
、

い
わ
ば
そ
う

い
う
場
所
を
、
自
ら
つ
く
り
だ
そ
う
と
い
う
意
欲
の
現
れ
に
他
な
ら
な
い
。
」
と
番
い
て
お
ら
れ
る
。
『
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
論
集
』
も
ま

た
、
同
じ
よ
う
な
志
を
持
つ
雑
誌
と
し
て
、
「
輝
き
を
増
し
た
」
研
究
が
今
後
も
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

二
O
一
四
年
一

O
月
六
日

-2ー


